
【例会記録】 
６月例会「知多の虫供養行事－講組織
とのかかわりに注目して―」 

高石実花 

はじめに 
　知多半島の各地において、虫供養とよばれる行事
が行われている。 
　虫供養とは、知多半島においては専用の道場（供
養場）を設け掛軸を祀り、念仏を唱える行事を指
す。複数の地域によって輪番制で運営される場合が
多い。 
　その中でも、知多市南部から常滑市北部に位置
する14地域によって営まれる「大野谷虫供養」は
とりわけ規模が大きく、県の無形民俗文化財に指
定されている。 
　2023年12月22日、新舞子北公会堂（知多市）に
て供養道場が開かれた。 
　同年に道場当番を務めた松原（新舞子）地区を
含め、大野谷虫供養を構成する各地域では、2020
年以降のコロナ禍においても行事を継続してきた。 
　各地の虫供養においても、コロナ禍を経た現在は
岐路にあたる。毎年違う地域が運営を担う場合が
多いという点からも、行事の様式は社会情勢や当
番を務める地域の特性を反映し、徐々に変化してき
た。 
　そこで、知多半島における虫供養の現在地につい
て、その運営に深く関わる講組織の構造に着目して
考えたい。 

念仏講の活動内容―大野谷虫供養の場合 
　本項では、大野谷虫供養の運営を支える念仏講に

着目し、これらの団体の役割や行事の継承に向け
た取り組みを概観する。 
　大野谷虫供養においては、念仏講はその実施主体
もしくはアドバイザーを務める。念仏講には、資格
を満たした地域住民が参加することができる。表
１は、３地域における念仏講への入会資格の比較
である。 
　上記から、大野谷虫供養における念仏講は、個
人が趣味や娯楽のために入るものではなく、地域
を構成する一員としてイエ単位で入るものとして意
識されていることが分かる。一方で、松原地区のよ
うに入会資格を緩和し、開かれた念仏講づくりに
よって行事の存続をはかる地域も登場した。松原地
区による近年の取り組みとしては、念仏講の名称を
「新舞子民俗文化保存会」に変更したことも挙げら
れる。より広く人々に愛される組織づくりがした
いとの思いから変更に至ったという。 
　また、念仏講員やそれ以外の参加者は、様々な
役割に分かれて虫供養を運営する。その中でも興味
深い役割は、当人である。とりわけ興味深い点
は、その役割に大きな地域差がある点である。
2023年度の選出人数も5、6名～30名以上と、幅が
ある。念仏講員や有資格の人全員を当人に任命す
る場合と、年長の講員のみを当人に任命する場合
があるためだと思われる。 
　当人を務める際にも、資格が設けられる場合が
ある。表２は、３地域における当人の選出基準の
比較である。 
　松原・北粕谷地区では念仏講員（年長者）が当
人を務めるのに対し、大興寺地区では当人は念仏
講ではなく地区の役員会から選出される点が大き
な違いである。また、大興寺檀徒の当人は実質的に
念仏講員の見習いとして位置付けられ、それ以外の
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入会資格 松原 大興寺 北粕谷

年齢 満60歳以上
満60歳以上～70歳6か月

何歳でも可
（40～45歳より見習い開始）

性別 だれでも可 男性 男性

宗派 真宗門徒以外 大興寺檀徒 禅宗

入会方法 立候補もしくは勧誘 当人から繰り上がり 勧誘

家格 だれでも可 既婚の長男（徐々に緩和） だれでも可

表１　念仏講への入会資格



寺の檀徒は当人のみ務め、以降は虫供養の運営か
ら離脱する点も特徴的である。 
　実際に、2023年度調査時にも大興寺地区の当人
組織には40代程度の比較的若い男性が多く見受け
られた。町内会組織との連携によって、若い担い手
の確保に成功している様子であった。 

おわりに 
　虫供養を運営する講組織の構造と、現在の取り
組みについて端的に触れた。原則として、虫供養の
運営に参加するには一定の資格を満たす必要があ
る。しかし、近年では参加資格の見直しや組織名称
の変更など、講や行事のあり方を将来に向けて模索
し、地域に開かれた行事として再興しようとする地
区が登場していることも分かった。 
　一方で、参加条件の設定を継続する地区も依然と
して多い。地域ごとに異なる方針のもと行事を運営
する体制は今後も継続されると考えられ、多様化す
る虫供養の様子を今後もつぶさに観察していきた
い。 

参考文献 
・『知多市文化財資料第44集　知多市の講』知多
市教育委員会、2016年 

・『知多市文化財資料第45集　続知多市の講』知
多市教育委員会、2020年 

７月例会「椿の俗信について」 
澤田洋子（愛知学院大学元研究員） 

はじめに 
　椿は花首が落ちるから縁起が悪いという俗信が
ある。椿を忌む俗信について安藤芳顕は、「散
る」という言葉によって人の命が散るような呪縛に
かかりやすかったことと、ツバキが墓や寺院に多
く植えられたことが背景と述べている。田中孝幸
は縁起が悪いと言われた時期について、第二次世
界大戦の頃に誰かが言い出したものと推測した。
これらの説について資料に基づき検討した。 

１　椿の俗信の例　 
　使用文献は『日本俗信辞典　植物編』（2020
年）に載る59件の事例を整理した。この辞典は何
に関する俗信とは明記していないため、事例の多い
順に禁忌・呪術・予兆・卜占と分けてさらに妖怪
を加えた。採集地の地名、禁を犯すとどうなるか
や、椿を忌む理由も原典の記載からである。総計
59件の内訳は禁忌22件で全体の37％、呪術が16件
で27％、予兆15件で25％、卜占2件で３％であ
る。妖怪は4件で7％であった。このように分類別
では禁忌が一番多く、呪術・予兆がそれに続き、
卜占・妖怪は極端に少なかった。 

２　「禁忌」の分析 
　椿の禁忌を花首に関系するものと花首に関係し
ないものとに分けて、資料の整理をした。花首に関
係する例はツバキを屋敷に植えないといったもので
9件あり、その理由のほとんどは首がポタリと落ち
ることや墓地などに多く見られることであった。
これにより安藤の説が裏付けられた。また花首に
関係しない例は、ツバキの木で槌や杭などを作らな
いというもので13件あった。その理由の多くは信
仰上の特別な木だからという理由であった。また
仏に椿を供えると仏の首がもげる、椿を頭にさすと
病気になるという俗信もあり、いずれも頭に関する
ものであった。 

３　いつから花首が落ちることから椿を忌むよう
になったか 
　近世以前に書かれた『仙伝抄』（1445－1536）
に、出陣の際には　散りやすき花は嫌うと記載され
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就任
資格

松原 大興寺 北粕谷

年齢
満60歳
以上

40～45歳 60歳前
後

（前回当人より年下
～厄年）

性別
だれでも
可

男性 男性

任期 １年 念仏講に入るまで 約12年
選出
方法

全講員が
任命

地区の役員会にて選
挙

合議

念仏
講

講員 非講員 講員

家格 条件なし 既婚の長男
本家筋
の当主

読経 する しない する

表２　当人の選出基準



ており、つばき・かえで・つつじがあげられている。
椿の花を用いることを忌むのは16世紀にはあった
ことが確かめられた。田中の言う第二次大戦頃に
椿を忌むようになったという説は肯定できなかっ
た。 

まとめ 
　花首が落ちるので不吉だという俗信はあった
が、「人間の落ち首」を連想すると言う俗信は、
確認できなかった。しかし椿の花首が、人間の首
を連想させた可能性はあったといえよう。 

※９月例会は、【論説】畑裕貴氏「人形と精霊の
フォークロア―盆に送られる人形―」参照 

10月例会 
「柄杓とその呪力に関する研究」 

犬飼純也 
（愛知学院大学大学院博士前期課程） 

　本来、柄杓とは水を汲む道具だが、ときに、神
仏への奉納物に用いられることもある。愛知県あ
ま市の鳳凰山甚目寺境内の三重塔では、本尊の愛
染明王に向けて耳病平癒と良縁の利益のもと底抜
け柄杓が奉納されていた。この柄杓を奉納する習俗
は全国的に事例が認められることから、可能な限
り事例を収集し、習俗の類型化を試みる。 
　奉納柄杓は、下面の形状からⅠ：有穴型、Ⅱ：
無底型、Ⅲ：有底型に分類でき、うちⅠに関しては
Ⅰa：全面穴型、Ⅰb：一小穴型 、Ⅰc：多小穴型
に細分できる。 
　奉納柄杓の素材を見ると、竹・木・金属・プラス
チックの４種類がある。興味深いのは、素材が形
状の差異に少なからず影響を与えていることであ
る。まず、曲物などの木製の柄杓は底を抜きやす
く、強引に穴を開ける必要がないため、容易に無
底型（Ⅱ）の柄杓になる。同時に、木製・竹製の
２種では、多小穴型が皆無であるが、これは、木
や竹に穴（Ⅰc）を複数開けようとすると、穴同士
がすぐ繋がってしまうからであろう。反対に、金

属・プラスチック製の柄杓は、底面が側面と一体と
なっており、底を容易に抜き外すことができない。
必然的に錐や鋏などの道具を使って穴を開けること
になる。その結果、多くの場合、全面穴型（Ⅰ
a）、一小穴型（Ⅰb）、多小穴型（Ⅰc）の柄杓に
なり、無底型は皆無となる。 
　奉納の手順、すなわち奉納形式についても、参拝
者が持参する場合と寺社にて授与される場合の二
通りに分類できる。以下、前者を持参型、後者を
授与型と呼ぶ。 
　以上、奉納柄杓を、形状から5分類、素材から4
分類、奉納形式から２分類してきたが、ここでそれ
ぞれの利益とともに、これらの諸点に注目しつつ比
較してみたい。表は今回収集した15事例の、主た
る利益・奉納柄杓の形状・素材・奉納形式・形状
の決定時を挙げたものであるが、変化が確認され
る事例では、表中の矢印でそれを示すことにする。 
　まず、利益別では、「安産祈願」が11例（73％）
を占め、「耳病平癒」２例（13％）、「縁切り」、
「病気完治・願事」、「皮膚病・腫瘍平癒」各１
例（6％）となる。なお、安産祈願の事例が、東は
東京都、西は高知県にまで分布するのに対し、耳
病平癒の事例は、現時点では愛知県にのみ確認さ
れる。 
　次に奉納形式に注目したい。２事例に時代によ
る変化が認められるが、ここで、全事例において確
認できる限り早期の様子を見ると、授与型は事例
2・3・5・7・8・9・10・11・13・15の10例
（67％）。持参型は1・4・6・12・14の５例
（33％）であった。次に最新の状態を見ると、授
与型が12例（80％）、持参型が3例（20％）とな
る。 
　全事例を見渡すと、１）持参型が持続しているも
の（３例：21％）、２）持参型から授与型に変化
したもの（２例：14％）、３）授与型が持続して
いるもの（10例：67％）に３分類できる。　 
　今後は、さらなる事例収集とともに、おかげ参
りや四国八十八か所巡礼などの寺社参宮・巡礼にお
ける柄杓携行の習俗との関連性や船幽霊撃退に使
われる底抜け柄杓との関連性の追求をしていきたい
と考えている。 
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11月例会「歌塚伝説考―岐阜県下呂
市の歌塚をめぐって―」 

菱川晶子 

　下呂市の歌塚とは何か、また歌塚伝説がなぜ今
日まで伝えられてきたのかについて考察した。先行
研究がないため、まず全国にある歌塚を概観し、

下呂市の歌塚伝説が他に例をみない伝説であること
を確認した。続いて書籍に記されている歌塚伝説の
変遷を探った。その結果、古くは歌上手な二人の
男性をめぐる話だったのが、次第に若者に特定され
て固有名詞も付与されていたことがわかった。東西
二人の「歌之助」の呼び名から、西の里の「田之
助」と東の里の「美之助」などの名前で呼ばれるよ
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主たる
利益

番
号

社寺名（所在地） 形状 容器の素材 奉納形式 形状の決定時

安産

1 宮乃咩神社（東京都府中市） Ⅰb→Ⅱ 竹→金属→木
持参型→授与

型
奉納時

2 子安神社（東京都八王子市） Ⅱ・Ⅲ 竹 授与型 製作時

3 淡島神社（神奈川県横須賀市） Ⅱ 木 授与型 製作時

4 産宮神（山梨県身延町）

Ⅰa・
Ⅰb・
Ⅱ→Ⅰa・
Ⅰb

竹・木→金
属・プラスチ
ック

持参型 奉納時

5 休息山立正寺（山梨県甲州市） Ⅱ 竹 授与型 製作時

6 音無神社（静岡県伊東市）
Ⅰa・
Ⅰb・
Ⅰc・Ⅱ

木・竹・金属 持参型 奉納時

7 子安神社（静岡県静岡市） Ⅰb 金属 授与型 授与時

8
諏訪大社下社秋宮子安社（長野

県諏訪市）
Ⅱ 金属 授与型 製作時

9 砥鹿神社（愛知県豊川市） Ⅱ 木 授与型 製作時

10 本尾山種間寺（高知県高知市） Ⅱ 木 授与型 製作時

耳病平
癒

11 鳳凰山甚目寺（愛知県あま市） Ⅱ 木 授与型 製作時

12 大塚山性海寺（愛知県稲沢市）
Ⅰa・
Ⅰb→Ⅱ

木・竹→木の
み

持参型→授与
型

奉納時

縁切り 13 門田稲荷神社（栃木県足利市） Ⅰa・Ⅰc 金属 授与型 奉納時

病気完
治

14 琴平神社（群馬県太田市） Ⅰa・Ⅰb 木・金属 持参型 奉納時

皮膚
病・腫
瘍平癒

15 住蓮山安楽寺（京都市左京区） Ⅲ 木 授与型 製作時

Ⅰa…有穴型（全面穴）　Ⅰb…有穴型（一小穴）　Ⅰc…有穴型（多小穴）　Ⅱ…無底型　Ⅲ…有底型　　
※矢印は時代による変化を表す
授与型…寺社が奉納する柄杓を授与している形式　持参型…参拝者が柄杓を持参して奉納する形式

表　柄杓の呪術的使用の事例



うになり、話に名主の娘が加わると、二人の歌の
競い合いの理由は娘との婚姻へと変化していた。伝
説をよりわかりやすく、また物語性を加えたいと
考えた後世の人々によって、歌塚伝説は書物を中心
に徐々に内容が変化していったものと理解した。 
　歌の競い合いは益田川を挟んで行われ、二人のい
た塚田と少ヶ野は、渡し船が往来する益田街道の
要所の一つだった。このことから、相互に何らか
の対抗心が持たれていた可能性を考えた。「歌之助
の塚」あるいは「歌之助塚」と呼ばれていた塚は、
競い合いの末命を落とした二人を哀れんで、里人が
埋葬後に立てたようだが、時代と共に歌塚と呼ば
れるようになり、いつしか呼び名にちなんだ塚名
だったことが薄れていった。 
　二人が歌っていた歌も、田植歌から次第に一般の
歌へと変化する傾向がみられた。田植歌などの労働
歌は、生活の一部として人々の体に染み込んだもの
だったが、農業の機械化などに伴って田植えの様相
が大きく変わり、田植歌の歌われる機会が減少して
いったことが変化の背景にあるだろう。 
　毎年８月４日に行われている歌塚まつりは、日程
や場所、また主催者を変えながらも現代へと受け継
がれ、供養祭の形で行われてきた。夜に開催される
東西歌合戦やのど自慢大会は、今では広く音楽に
関わる催しへと変化し、下呂市の人々がより楽しめ
る時間になっている。古き良きものを大切にしなが
らも、時代に即して新しいものを積極的に取り込ん
でいこうという精神が、下呂の人々の間には確かに
ある。そして歌塚の示す歌は、元は人々の生活の中
で長く育まれてきた民衆のための歌であることが、
和歌に関わる他の歌塚との大きな相違点だと指摘
した。 
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